
調査名 人権に関する市民意識調査　２０１３ 人権に関する市民意識調査　２０１８（案）

調査年度 　平成２５年度 平成３０年度

調査手法 アンケート郵送形式 アンケート郵送形式

質問数等 １９質問，１０２設問 ―

調査標本数 ３，０００（２０歳以上の市民を無作為抽出） ３，０００（１８歳以上の市民を無作為抽出） ← 変更

有効回答数 １，２１９（４０．６％） ―

　性別 　性別　（「男・女」選択欄とせずに，空白とする） ← 変更

　年齢 　年齢 継続

　職業 　職業 継続

　国籍 　国籍 継続

　１　人権問題に関する基本的な意識の状況 　１　人権問題に関する基本的な意識・様々な人権課題に関する関心度 ← 変更

　２　様々な人権課題に関する関心度 ← １に統合

　２　人権問題に関する各種法律，条約等の認知状況 ← 新規

　３　人権についての催しへの参加経験や市民しん
　　　ぶんの記事等への関心

　３　人権についての催しへの参加経験や市民しん
　　　ぶんの記事等への関心

継続

　４　人権についての理解を深めるために役立ったもの 　４　人権についての理解を深めるために役立ったもの 継続

　５　人権についての理解を深めるために京都市が一層
　　力を入れるべきこと（京都市の取組に対する市民の評価）

　５　人権についての理解を深めるために京都市が一層
　　力を入れるべきこと（京都市の取組に対する市民の評価）

継続

日常場面での人権意識 日常場面での人権意識

　６　結婚相手を考える場面 　６　結婚相手を考える場面 継続

　７　住宅の購入や賃貸における場面 　７　住宅の購入や賃貸における場面 継続

　８　就職における場面 　８　就職・職場における場面 ← 変更

　９　家庭における生活場面 　９　家庭における生活場面 継続

１０　学校における場面 １０　学校における場面 継続

１１　職場における場面 ← ８に統合

１２　社会における生活場面 １１　社会における生活場面 継続

現代社会における新たな問題に関する人権意識 現代社会における新たな問題に関する人権意識

１３　ホームレスにかかる人権問題 ← １１に統合

１４　インターネットにおける人権問題 １２　インターネットにおける人権問題 ← 継続

１５　犯罪被害者にかかる人権問題 ← １１に統合

１３　ＬＧＢＴ等の性的少数者にかかる人権問題 ← 新規

１４　障害のある方にかかる人権問題 ← 新規

１６　人権侵害をされた経験の有無
１７

１５　人権侵害をされた経験の有無
１６

継続

１８　人権を守る制度について知っているもの １７　人権を守る制度について知っているもの 継続

１９　人権侵害に対する相談や救済について，必要なこと １８　人権侵害に対する相談や救済について，必要なこと 継続

　　　人権に関する市民意識調査における項目比較表
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